
本学学生の体力診断・運動能力について

一体格・ローレル指数を中心として一（Nα4）

荒 木 タミ子 谷 本 満 江

は じ め に

現代の生活環境で注目すべきことは，運動不足である。あらゆる種類の労働環境で作業の機械化が著

しく進んでいる。この傾向は，今後ますます烈しくなることは疑いない。使わなけれぽ衰えるのは生き

るものの原則である。精神的ストレスにさらされ，肉体活動の低下は健康を阻害し，体力低下の誘因と

なると思われる。

 本学一般体育実技受講者に，毎年，スポーツテストを実施している。その結果を本学紀要に発表し

た。体力，運動能力が本学学生は，全国平均に比し低い傾向にあるが，体力に関与している因子の中に

は，過去の運動経験，日常の運動量，肥痩度等が考えられるので検討をした。

研 究 方 法

 研究対象は，本学58年度入学生で，一般体育実技履修者のうち，全項目測定者434名である。

 測定時期は，体力診断テストは4月～5月，運動能力テストは10月～11月に測定した。身長，体重は

4月の測定値を使用した。

 測定方法は，文部省の要項通り実施したQ同時に，一週間の運動量を質問紙法により調査し，a；毎

日汗ばむ運動をする，b；週3～4日汗ばむ運動をする， c；週1～2日汗ばむ運動をする， d；運動

はしない，と4群に分けた。

 ローレル指数については，できるだけ多くのグループに分けるため，今回の被検学生の平均値131．7

±14．9から，単に吉SDずつ区分した．更に・一・・レ指数と勒の関麗をみ・ため，一般的鞭肌

ている様に，ローレル指数160以上を肥満群，110以下を痩身群，普通体格者（ローレル指数 127．9～

135．3）として比較した。

 体力区分については，強，中，弱とより強い，より弱いを独立さぜ，5段階とした。つまり，4月の

購濡憾聖血二三奮禦蒼∴i喜1灘響』講1慕摩l

SD以下をE群とした。

研 究 成 績

1 ローレル指数別運動量
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本学学生の体力診断・運動能力について

 図1は，ローレル指数別にみた運動量だが，4群とも両端下が（詔

                             20
りの傾向を示しているが，a，bについては，指数のばらつきが
                             18
他に比して少ない。a；汗ばむ運動を毎日するが全体の5％，
                             16
b；週に3～4日汗ばむ運動をするも5％，c；週1～2日汗ぽ
                             14
む運動をするが15％，d；運動はしないが75％であった。
                             ｝2
2 運動量別体力得点・運動能力得点
                             10
 ローレル指数別に各項目の成績得点を運動量別に示したのが図
                              
2～図13である。運動量の多少で分けた4群間の差の検定は・ 、

ローレル指数区分のモードに相当する127．9～135．3の対象につい
                             4
て実施した。
                             2
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   図2． 運動量別反復横とび
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   図4． 運動量別背筋力
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 図6． 運動量別伏臥上体そらし
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園8． 運動量別踏み台昇降 図9  運動量別50m走
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   図10． 運動量別走り幅とび
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図11． 運動量別ハンドボール投

一116一



qロ1）

120

10〔｝

80

60

40

20

境↑・ X
申

．1

          

1’

本学学生の体力診断・運動能力について

0

蠣話§§臨§聴藩醇暴
。 恥 り “ ㊤ ム 廷） L む 誌 リ ム ¢ 轟 o

               （ローレル害旨数）

  図12． 運動量別斜懸垂腕屈伸
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図15． 運動量別持久走

 体力得点については，c群はd群に比し，すべての項目ですぐれていたが，中でも垂直とび，立位体

前屈，踏み台昇降の項目が。群，d群に比し，有意に高い値を示している（図2～図8）。

 運動能力得点をみてみると，体力得点同様，a・b・c群は， d群に比し，全項目共に高い傾向が認

められるが，50m走，斜懸温品屈伸の項目においては， c群はd群に比し有意にすぐれていた（図9～

図13）。

3 肥満者・痩身者についての成績

 肥満者・痩身者・普通体格者の各項目別の平均値及び標準偏差を示したものが表1・表2である。

 体力に関しては，握力で

は，肥満者グループが普通      表1・ グループ別体力診断テストの7’SD

体格者，痩身者グループに

比し有意にすぐれていた。

肥満者グループは，反復横

とび，伏臥上体そらし，立

位体前屈，踏み台昇降の項

目は，他の二つのグループ
                  注）※P＞α05
に比し低かったが，有意差

はなかった。痩身者グルー         表2． グループ別運動能力テストの冥・SD

プは，他の二つのグループに比し立位

体前屈が高く，背筋力，握力の項目は

低かったが，有意差はなかった。

 運動能力に関しては，肥満者グルー

プは，50m走，走り幅とび，斜懸垂腕

屈伸，持久走の項目が，普通体格者，

痩身者グループに比し有意に低かっ     注）※※P＞αOl ※※※P＞α001

た。
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    種目群ω一レノ脂数） 反復横とび
@（点）

垂直とび
@（c寵）

背筋力
iκ9）

握  力

@（切
伏臥上体
轤ｵ（㎝）

立位体前屈踏み台昇降
@（㎝） （判定指数）

房 SD 房 SD 否 SD 否 SD 万 SD 房 SD 房 SD

肥 満 者
i160以上）

36．8 3．7 43．3 5．0 92．6 20．7 30」※ 4．9 58．6 5．9 15．7 4．7 56．0 9．8

普通体格者
i127．9～13a3）

38．1 3．4 42．6 5．4 83．3 21．9 272 4．3 59．4 7．6 16．4 5，160．6 1α1

痩 身 者
i110以下）

37．0 44 43．0 4．2 80．3 15．7 25．9 43 6（L9 5．7 17．0 4．3 6α0 ＆2

   種目群（ローレル

@指数）

50彿走
i秒）

走り幅とび
@（侃）

ハンドボール投

@（の
斜懸下腕屈伸

@（回）
持久走
@（秒）

万 SD 房 SD 傍 SD 否 SD 万 SD

肥 満 者
i160以上）

9．6 0．7 264．4 35．2 14．8 2．6 31．2 18．8 362．1 27．5

普通体格者
i1279～135

 9．0

ｦ※※

α6 306．0

ｦ※※

29．6 14．8 2．6 41．8

ｦ※

17．5 33α8

ｦ※・i

27．1

痩 身 者
i110以下）

8．9

ｦ※

0．6 303．6

ｦ※

387 13．6 2．5 45．0

@※

14．8 328．4

ｦ※

3＆2
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4 体格と基礎運動能力

 身長は2c皿，体重は5kgの度数分布で，走・跳・投の平均値及び標準偏差を示したものが表3・表4

である。走力については，長身になるに従ってすぐれ，体重は軽量の方がすぐれていた。跳力では，長

身，軽量の方が良い成績であった。投力については，身長，体重，いずれも度数が高くなるごとに成績

がす．ぐれていた。

表5． 身長別基礎運動能力の5～・SD

       目

g長（i功

50〃z走
i秒）

走り幅とび
@  （cπ）

ハンドボーノレ投

@  ＠）

π 万 SD 房 SD 房 SD
～147 3 9．0 0．1 290．3 19．5 13．3 1．2

147～149 16 9．2 α5 287．1 31．8 13．8 2．8

149～151 23 9ユ 0．5 286．3 28．6 13．7 2．8

151～153 43 9．0 0．6 299．2 28．7 14．1 2．3

153～155 64 8．9 α5 300．8 27．9 14．6 2．6

155～157 63 9．0 0．6 299．5 35．6 14．1 2．6

157～159 70 9．0 0．6 303．1 34．3 14．7 2．6

159～161 59 9．0 0．6 303．0 32．9 14．9 2．5

161～163 37 8．9 0．8 311．5 36．3 15．2 2．4

163～165 32 8．9 0．6 313．13 33．2 15．7 3．2

165～167 15 9．0 0．6 306．3 29．4 14．2 2．3

167～169 5 8．8 0．4 316．2 11．4 15．6 1．8

169～ 4 8．8 α5 324．3 29．3 14．8 3．5

全 体 434 9．0 0．6 300．6 37．4 14．3 2．5

表4． 体重別基礎運動能力のマ・SD

   種目

ﾌ重（んの

50〃2走
i秒）

走り幅とび
@（仰）

ハンドポLル投

@ （勿

％ 房 SD 万 SD 房 SD

～42．0 16 8．9 0．6 298．9 34．1 13．0 ユ．8

42．0～47．0 83 8．9 0．5 300．5 26．8 13．8 2．3

47．0～52．0 154 8．9 0．5 303．0 28．2 14．5 2．5

52．0～57．0 115 8．9 0．6． 308．9 35．7 15ユ 2．6

57．0～62．0 46 9．0 0．7 299．2 34．7 15．1 2．5

62．0〔喝7．0 10 9．5 0．4 270．6 25．1 14．1 2．9

67．0～72，0 7 9．1 0．7 268．5 32．9 15．6 3．4

72，0～ 3 10．0 α9 248．3 62．1 14．7 4．2

全 体 434 9．0 0．6 300．6 37．4 14．3 2．5

5 体力得点と基礎運動能力

 体力区分5段階別の走力・弾力・投力の平均値，標準偏差，t検定を示したものが表5である。50m

走，走り幅とび，ハンドボール底流に，A＞B＞C＞D＞E段階のように有意にすぐれていた。特に

A・B群は，全体平均値より，走・跳・三共にすぐれていた。

表5． 体力5段階別基礎運動能力の5ひSD・t検定

種目 50〃走（秒） 走り幅とび（Cの ハンドボール投（勿

階段

N ”（S［の B C D E 脅（SD） B C D E ”（SD） B C D E

A 23
＆4

iα4） ※※ ※※※ ※※※ ※※※
330．0

i3α9）
なし ※※ ※※※ ※※※

17．0

i3．3） なし ※※※ ※※※ ※※※

B 103
8．7

iα5） ※※※ ※※※ ※※※
319．0

i2＆5） ※※※ ※※※ ※※※
15．9

i2．4） ※※※ ※※※ ※※※

C 162
9．0

iα5） ※※※ ※※
295．7

i36．5）
なし ※※

14．4

i2．1） ※※ ※※※

D 116
9．2

iα5） ※※
293．4

i297） ※※
13．6

i2。4） ※

E 30
9．5

iα7）

277．2

i28．5）

12．4

iL8）

注）※P〈0．05 ※※P〈0．01 ※※※Pく0，001
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 運動量別体力区分は，図14に示す通りである。運動量

別a～d群の中で，a，b群は体力区分E段階の分布は

なく，A～D段階の分布がおおむね同率であった。 c，

d群は，A～E段階まで分布され，特にB， C， D段階

の分布が高かった。

考  察

（％〉

30

25

20

15

 人間のすべての活動の源となり，一見して人の姿や， lo

太さ，大きさなどによって特に顕著に評価することがで
                          5
きる諸能力の総合されたものが体力である。

 運動量の多少による体力差について，八木は「運動量

の大小によって形態の差異はないが身体充実度において

長期間活動を行った者がすぐれ，機能，運動能力の項目

にも差異があり，

◎一a；汗ばむ運動を毎日する

○一b；週3～4目運動をする

●一。：週1～2目運動をする

x－d；運動はしない

x

払二二山月
X

                             A      B      C      D      E

                           図14． 運動量別体力区分

        又運動の種類によっても差異があった」と，報告している。又橋本らは，「運動経験

と顕著な関係が認められるのは量育，周育，島育，筋力，敏捷性，走力，無力である」とも発表してい

る。発育発達の側面からみても，！8才，19才の時期は，発育期の身体のはげしい変化の時期から成熟期

に達している。しかし，その後の生活環境や生活条件に対応していきながら，活力にあふれつつ，男性

は，身体的に最もたくましく，女性は最も美しくなる時期と考えられる。

 男子は，骨格に男子特有の変化が生じ，筋重量の増大に伴い筋力の著しい発達が生ずる。女子でも骨

格に女子特有の変化が生じ，皮下脂肪の急増が生じる時期であり，又，形態発育に伴った運動機能の伸

びは小さくなり，低下をはじめる身体機能もある。

 成人の体型表としてよく用いられるローレル指数は身体の充実指数といわれ，発育や栄養状態を示す

尺度である。乳幼児期では，大きな値から急激に減少傾向を示し，思春期のはじめ頃から再び上昇傾向

を示すが，この傾向は女子は明瞭である。これも皮下脂肪の増加により，成人女子としての特徴的な体

つきになっていくことを示しているのであろう。

 運動量については，汗ばむ運動を週に1～2目している者は何もしていない者に比しすべてにすぐれ

ていた。これは毎日汗ばむ運動をしている，汗ばむ運動を週3～4日している学生の運動内容が，犬と

散歩，通学に自転車使用等に対して，汗ばむ運動を週！～2日する学生は，テニス，ジョギング，バ

レーボール，ジャズダンスと日頃の運動の内容の違いが差となって表われたと考えられる。

 キュアトン（T・Kcureton）は，スポーツマンは，非スポーツマンあるいは身体運動を規則的に実施

している鍛練者と非鍛練者では，筋力，瞬発力，敏捷性，心肺持久力，柔軟性，調整力において区別で

きることを明らかにしている。

 具体的にいうと，瞬発的筋力を必要とする垂直とび，柔軟性の必要な立位体前屈，持久力の必要な踏

み台昇降は。群がd群に比し有意にすぐれていた。女子学生の体力は運動量とその内容の多少が大きく

左右されていると思われる。

 ローレル指数によって分けたグループ問の体力，運動能力を概観すると，多少両端下がりの傾向が認

められる項目があるが，体力に関しては，静的筋力の必要な握力，背筋力において肥満者グループ
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（ローレル指数160以上）は，他の普通体格者（ローレル指数127．9～135．3），痩身者（ローレル指数110以

下）グループに比しすぐれていた。中でも握力は有意に高かった。運動能力については，肥満者グルー

プはすべてに低かった。中でも瞬発的筋力を必要とする50m走，走り幅とび，全身持久力の必要な1000

m走，筋持久力の必要な斜懸垂腕屈伸は，普通体格者，痩身者グループに比し有意に低かった。走る，

跳ぶ，投げるなどの運動は，筋力，敏捷性，正確性，持久力などに分析することができる。更に，急速

に強い筋肉を発揮する能力，体重移動を伴う項目，又がんぽりという情緒的な興奮あるいは精神力が大

きく影響する項目に肥満グループが，他グループに比し低い傾向があったと思われる。

 スポーツの技術は，体格や体型と密接な関係があるといわれている。特に，走力，跳力，投力は，身

長・体重などの体格や呼吸，循環機能，神経系の機能などによって規定されているともいわれている。

身長については，長身の方が走力，跳力，投力ともにすぐれていた。体重については，走力，跳力は軽

量が，投力は重量グループの方がすぐれていた。

 一般的に考えても身長・体重の大小で有利・不利な運動種目は存在するが，多くのスポーツ種目にお

ける技術と体格や体型との関係は，大小・高低などという形態そのものだけではなく，それに関連した

各種の身体的能力と結びついたものとの関係としてとらえなけれぽならないであろう。

 福田邦三氏は体力を「人間の生存と活動の基礎をなす身体的および精神的能力である」と，定義され

ているが，走ったり，跳んだり，投げたり，物を運んだりする身体の働きの身体的作業能力と，健康を

脅かす各種の事態に対する抵抗力，暑さ寒さ等の物理的な抵抗力，精神的な苦痛などの生理，心理的な

抵抗力等をまとめて体力ということができよう。体力診断テストの測定値によって区分したA～E段階

を運動量別にみると，A， B段階にランクされるのは，毎日のように運動しているもののみではなく，

何もしていないものもおり，逆にE段階はほとんどいないが，D段階には毎日運動しているものも含ま

れている。このことは，毎日のように運動していても，種目，練習内容によって体力向上に関与しない

場合も考えられるが，運動していないものでA段階にランクされているものについては，遺伝的な素

質，または日常生活の中に活動的な要素を含んでいるためであろう。

 基礎運動能力と体力得点を検討してみると，A＞B＞C＞D＞E段階どおり有意に優れていた。特

に，A・B段階は走・跳・温いずれも全体平均よりはるかにすぐれていた。

ま と め

本学学生のスポーツテストの結果と体格，ローレル指数を中心として検討し次のような関連をみた。

1 運動量は，週1～2日でもその内容で運動をやっていない学生と比較すると，すべての項目で運動

をやっている学生の方がすぐれていた。

2 ローレル指数160以上の肥満者グループは，握力は高かったが，走力・跳力・持久力は低かった。

3 痩身者グループは，柔軟性を必要とする伏臥上体そらし，立位体前屈にすぐれていた。

4 走力「・跳力は，長身・軽量グループがすぐれ，投力は，長身・重量傾向のグループがすぐれてい

 た。

5 体力得点は，A＞B＞C＞D＞E群の順で，基礎運動能力が高かった。 A， B群は走・跳・投とも

に平均値よりもすぐれていた。
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